
  

 農業生産と生物多様性保全  
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新たなステージに立つ日本の環
境保全型農業と技術開発 

持続農業法、有機農業推進法の成立 

農地・水・環境保全政策によるエコファー
マーの拡大 ２００、０００戸（農家の１０％） 

地球温暖化・生物多様性等公益的価値を
生む環境保全型農業技術の革新 

消費者など国民の地産地消への理解 

食農・環境教育の取り組みの広がり 
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栽培基準 秋 土壌を採取し分析依頼 

農地土壌の炭素貯留・微生物多様性調査 
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堆肥通木リサイクルセンター 
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集落の全体に散布される堆肥 
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温湯種籾消毒 

６０℃７分 
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発酵肥料の散布 
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水稲の抑草技術        
有機農法への挑戦事例 

米ぬかくず大豆、深水管理などを使っ
た抑草による無農薬栽培技術 

田んぼの生きものが食の安全と環境を
かたる生物多様性稲作 
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米ぬかのマルチ 
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光合成細菌などによる光の遮断 11



田んぼの生きもの調査開始  2001年 
 通木地域環境創造型農業技術開発プロジェクト・宮城県結成 
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藍藻類は光合成をし酸素を 
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藍藻類や微生物の光合成の確認テスト 
 水田の水はｐＨ７藻の近くはｐＨ１０生物多様性は温暖化にも貢献 

14



餌を求めてツバメが乱舞 

15



16



有機物を食べ糞にするイトミミズ       
田んぼの肥料工場の役割 
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トンボのヤゴガラを集めて数を調査 
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害虫を捕獲するクモ類 
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水田へ看板設置
生きもの認証へ

 

 

 

 

23



水田の泥の中の生きものの調査 
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カイエビの種類は地力と関係 
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畦畔からカエルの種類と数を調査 
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天敵としての役割 
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絶滅危惧種 

ミズアオイ 
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絶滅危惧種の復活 33



～食の安全と環境を語る～ 

田んぼの生きもの観察会 
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消費者交流 
 

生きもの観察 
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消費者交流が農業と農村を変える 

生協との定期的な交流の実践 

生産者・消費者一緒の田んぼの生きもの調査・観察会
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生きもの調査プロジェクトの結成と活動(２００９年～) 

 2009.04 生きもの調査プロジェクト設立総会 

 田んぼの生きもの調査 

   水田面すくい取り調査 土壌中の生き物調査 

   水質調査 

   赤とんぼの羽化殻確認    

 赤とんぼ羽化殻調査 

   生産者への調査依頼６３件 

 中干しの際の生きもの調査 

   水尻にトラップ設置 依頼件数９件 

 すくい取り調査(田尻産直米部会会員) 

 土壌化学分析 微生物活性値調査 田尻地域内３０箇所 

 放射能調査（土壌、水、生産物、集落）２０１１年から 
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田尻田んぼの生きもの調査プロジェクト 

              基本調査内容 
 水田面のすくい取り調査  

 土の中の生きもの・微生物
活性値調査 

 水田周辺の草花調査 

 水路の生きもの調査 

 鳥の調査 
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たじり田んぼの生きもの宣言 
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たじり田んぼの生きもの宣言 

基本理念マーク 

たじり田んぼの生きもの宣言 

 

米袋用 

田んぼの生きもの宣言マーク 
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消費者と共生する農業 
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豊作の秋 

ＥＮＤ 
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